
解説付き　新春ロビーコンサート

◆会　場　西部公民館ロビー	 ◆費　用　無料
◆対　象　市民（小学生以上）	 ◆定　員　55人（申込み順）

◆申込み　�１月21日（水）午前９時から電話、または直接西部公民館へ

原
はら
　久

く み こ
美子 ／ ピアノ

日本大学芸術学部音楽学科ピ
アノコース卒業。同大学大学院
博士前期・同大学院後期課程
修了。芸術学部長賞、湯川制
賞を受賞。博士（芸術学）取得。
フランス・リュエイユ＝マルメ
ゾン地方音楽院修了。ソロリ
サイタルの他、声楽や室内楽
の伴奏者としても演奏活動を
行っている。現在、東京福祉大学留学生教育センター
助教、文教大学教育学部非常勤講師。

持
もちだ
田　温

あつこ
子 ／メゾ・ソプラノ

日本大学芸術学部音楽学科卒業、同大
学院を首席修了。二期会研修所マス
タークラスを修了後、ヨーロッパ各地
で研鑽を積みメゾ・ソプラノへ転向。
第22回日本演奏家コンクール第１位
及び毎日新聞社賞・神奈川県知事賞を
受賞。オペラのキャストやソリストと
して活動中。４月に二期会公演『ルル』
劇場の衣裳係／ギムナジウムの学生
で出演予定。二期会会員。

小
おざわ
澤　由

ゆ か
佳 ／ 解説

「音楽」とは、言葉にならない想い
を音にしたり、言葉のメッセージ
を音で表現したもの…というイ
メージがあると思います。では音
楽家は、「言葉（詩）」と「音」をどう
捉えて、「音楽」に想いを託すのでしょうか。正解のな
い問いかも知れませんが、音楽は音楽家の音の手紙だ
と私は思っています。皆さんと一緒に、それを感じて
いけたらと思います。

◆日　時　２月15日（日）
　　　　　 午後１時30分～３時30分

　メゾ・ソプラノとピアノによるコンサートを講師の解説付きでお届けします。重なり合う、
言葉と音の魅力を味わってみませんか。

～音の手紙を受け取ろう～音の手紙を受け取ろう

明けましておめでとうございます。明けましておめでとうございます。
本年も皆さまのご利用を心よりお待ちしております。本年も皆さまのご利用を心よりお待ちしております。西部公民館職員一同西部公民館職員一同

♪ビゼー作曲 	 オペラ「カルメン」より「ハバネラ」
♪武満徹作曲	 「小さな空」
♪ショパン作曲	 「バラード第４番」　　他
　※曲目は変更になる場合があります

言葉と音楽の世界言葉と音楽の世界
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◆日　時　２月５日（木） 午前10時～正午
◆定　員　30人（申込み順）　　◆費　用　無料
◆申込み　�１月21日（水） 午前９時から電話、または直接西部公民館へ

講座参加者は皆既月食観望会にご招待！ 
（３月３日（火） 午後６時半から）

成人学級「いのちの楽校」公開講座

調布警察署より講師を迎え、自転車に乗るときの注意点や歩行時に気をつけることなどを伺います。
また、４月から導入される自転車の交通反則通告制度について、解説いただきます。
ぜひ、この機会に 「いのちを守る」ことについて考えてみませんか？

子どもと大人の天文学教室（全２回）

　冬の夜空を見上げながら、宇宙のふしぎを感じたことはありませんか？
　宇宙シミュレーター（４次元デジタル宇宙ビューワー「Mitaka」）を使いなが
ら宇宙の神秘にせまります。室内での講義のあと、天候が良ければ館庭で観
望も行います。

講 師　内
ないとう

藤　誠
せいいちろう

一郎 氏
（国立天文台天文情報センター
  広報普及員）

天文学普及プロジェクト「天プ
ラ」メンバー。
星空を見る楽しみにとどまらな
い天文学の普及を目指す。東京
大学大学院理学系研究科天文学
専攻修士課程修了・修士（理学）。

夜空を見上げてみませんか？
宇宙に広がる世界へ ご一緒に宇宙に広がる世界へ ご一緒に

夜空を見上げてみませんか？

◆日　程　�①２月20日（金）「早春の星空を楽しむ」
　　　　　②２月27日（金）「星空の奥の世界を知る」
◆時　間　午後６時～８時
◆対　象　小学3年生以上（大人だけの参加も歓迎。小学生は保護者同伴）
◆定　員　24人（申込み順）　　◆費　用　無料
◆申込み　�１月21日（水） 午前10時から電話、

または直接西部公民館へ

昨年度の観望の様子

シニア向け交通安全教室

「大切ないのち」を交通事故から守るポイント

公民館運営審議会だより
◆�令和７年調布市公民館運営審議会第６回定例会
◆�日時／令和７年11月18日（火）午後２時から東部公民
館学習室
◆�出席委員数／８人、傍聴者／３人
◆�報告事項／（１）使用状況報告（令和７年10月分）　（２）
事業報告（令和７年10月分）　（３）地域文化祭の開催に
ついて　（４）桐朋女子中・高等学校との地域連携（調布
市青少年表彰受賞）について
◆�協議事項／（１）令和８年度調布市公民館事業計画（素
案）について

上記の内容について、意見が交わされました。定例会終了

後、同会場で研修会（「公民館の“おととい”と“しあさって”」
講師：国立市公民館社会教育主事 針山氏）を開催しました。
◆�その他／（１）次回の定例会日程について　令和８年１月
27日（火）午後２時から西部公民館
◆�今回の審議会では、地域文化祭の報告が行われ、各館
の取組状況、工夫内容について有意義な情報共有がで
きました。協議事項として、令和８年度調布市公民館事
業計画（素案）が報告され、各館が地域ニーズに合った
事業を推進していくことが確認されました。
� （遠藤　和宏）

（2）

北部公民館（☎042-488-2698）のイベントは、左の二次元コード「北の杜通信」からもご確認いただけます。
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⃝

調
布
に
は
い
つ
か
ら
？

　

30
代
後
半
か
ら
調
布
に
暮
ら
し
て
、
55
年

ほ
ど
経
ち
ま
し
た
。

　

野
川
小
学
校（
現
在
の
調
和
小
学
校
）、
第

一
小
学
校
で
教
師
を
し
て
い
ま
し
た
。
調
布
は

自
然
が
豊
か
で
深
大
寺
に
は
国
宝
も
あ
っ
て
、

素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

⃝
�

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
沢
山
の
活
動
を

な
さ
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　

子
ど
も
は「
家
庭
と
学
校
と
地
域
で
育
つ
」

と
い
う
思
い
で
、
一
九
七
三
年
、
自
分
の
住

む
マ
ン
シ
ョ
ン
の
中
で
保
護
者
さ
ん
た
ち
と

「
杉
の
木
少
年
団
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
市

内
の
数
か
所
に
少
年
団
を
作
り
、
そ
の
後
、

少
年
団
同
士
が
合
同
で「
青
空
学
校
」を
始
め

ま
し
た
。
青
空
学
校
で
は
、
川
遊
び
な
ど
の

自
然
体
験
や
科
学
体
験
の
よ
う
な
大
き
な
行

事
を
し
て
、
大
勢
の
子
ど
も
が
参
加
し
て
く

れ
ま
し
た
。
保
護
者
だ
け
で
な
く
学
校
の
教

員
や
大
学
生
が
指
導
に
来
て
く
れ
た
り
も
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
育
て
る
の
で
は
な
く
、
育
つ
も

の
。
そ
し
て
親
は
育
つ
力
を
後
押
し
す
る
。

そ
れ
が
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⃝

公
民
館
と
の
関
わ
り
は
？

　

駅
前
に
あ
っ
た
中
央
公
民
館
が
活
動
の
拠

点
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
勉
強
会
を
し
た

り
、
大
き
な
広
間
や
調
理
室
も
あ
っ
た
の
で
、

色
々
な
活
動
が
で
き
て
、
異
年
齢
集
団
で
楽

し
み
ま
し
た
。

⃝
�

西
部
公
民
館
の
子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
講
師
と

し
て
15
年
以
上
経
ち
ま
す
ね
。

　

以
前
の
担
当
川
上
さ
ん
と
の
出
会
い
で
講

師
を
す
る
よ
う
に
な
り
、「
国
連
・
子
ど
も

の
権
利
条
約
」を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、
私
の
家
に

お
母
さ
ん
方
が
集
ま
っ
て
お
喋
り
し
た
り
、

子
ど
も
同
士
で
遊
ん
だ
り
す
る
こ
と
も
。
若

い
お
母
さ
ん
達
が
共
同
で
子
育
て
す
る
場
を

創
れ
た
か
し
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。
対
面
で

学
び
あ
う
こ
と
は
本
当
に
大
切
で
す
ね
。

⃝

戦
後
80
年
に
思
う
こ
と

　

戦
時
中
は
銚
子
に
い
ま
し
た
。
空
襲
で
逃

げ
、
避
難
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
今
は
報

道
な
ど
で
戦
争
の
悲
惨
な
光
景
を
た
く
さ
ん

目
に
し
ま
す
が
、
そ
れ
を
ど
う
捉
え
、
ど
う

伝
え
て
い
く
か
を
話
し
合
い
た
い
で
す
ね
。

インタビュー
市
制
施
行
70
周
年
・
戦
後
80
年

「
調
布
と
私
の
も
の
が
た
り
」

［ 

第
３
回 

］

梶か
じ
わ
ら原

　
政ま

さ
こ子 

さ
ん

声声文学講座

文学講座関連ロビー展示

市制施行70周年記念事業

市制施行70周年記念事業

武者小路実篤再発見 ～『友情』やかぼちゃの絵だ
けではない実篤を知る
�  11月８日（土）、22日（土）（全２回）

「武者小路実篤再発見～直筆複製と写真から」
�  11月６日（木）〜25日（火）

　我が子を描きたいからと、習うこともなく描きはじめるなど、自分
の心にまっすぐな実篤の考え方や生き方は、今でいうwell-beingな生
き方でした。作家や画家活動に至る背景を知る
ことは、実篤が晩年を調布で過ごしたことを誇
りに思える再発見につながりました。
感想▶�近くに住んでいながら関心を持たなかったのが

残念でしたと今、思いました。
　　▶�文学史の中の一作家という程度の知識であっ

たが、人なりなど興味を引く事が多く、作品を
読んでみたいと思った。

　実篤の写真や書画、直筆原稿（複製）など50点余りを展示しました。
わかりやすい内容で、実篤の魅力を再発
見していただけました。
感想▶�住まいの近くで一部ではあっても、今

まで知らなかった事（書画を描き始め
たきっかけなど）もわかり良かったです。
小説もまた読んでみたいと思います。

リンパの流れを整える
～セルフケアのコツを学ぼう
�  11月５日（水）、12日（水）、19日（水）（全３回）
　「心臓に遠い方から、優しくさするように…
お金をかけなくても、自分で普段からケア
できます。是非習慣にしてほしい。」と講師
の山路先生。3回にわたり、全身のケアを学
びました。
感想▶�自分の体に向き合う時間がなかなか取れ

ないのでこの講座に応募しました。とても
濃い時間を過ごすことができました。自宅
でもやってみます。

　　▶�自分でできるリンパマッサージの方法を知
り、とても良かったです。帰宅時、とても体
が軽くなり、驚きました。

　　▶�腰が反っていたのに、講座のあと、整ったこ
とにびっくりしました。

健康講座

「
出
会
い
と
つ
な
が
り
と
拡
が
り
」を
大
切
に
し

て
き
た
、
い
い
出
会
い
が
多
か
っ
た
と
振
り
返

る
梶
原
さ
ん
。
人
生
の
岐
路
に
は「
自
分
が
必

要
と
さ
れ
る
所
に
行
こ
う
」と
、
教
員
退
職
後

は
団
体
の
常
任
委
員
長
や
幼
稚
園
園
長
な
ど
の

職
に
。
90
歳
を
超
え
た
今
も
地
域
の
活
動
に
携

わ
り
多
忙
な
日
々
。
新
し
い
出
会
い
は
ま
だ
ま

だ
続
き
そ
う
で
す
ね
。

�

（
聞
き
手
　
大
石
）
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東部公民館（☎03-3309-4505）のイベントは、左の二次元コード「東部公民館だより」からもご確認いただけます。

西部公民館だより2026年1月1日



　
３
月
分
の
施
設
使
用
の
申
し
込
み
は
、
申
請

書
の
郵
送
な
ど
に
よ
る
事
前
提
出
の
方
法
で
実

施
し
ま
す
。
申
請
手
順
と
申
請
書
は
、
事
前
に

登
録
団
体
等
に
送
付
し
ま
す
。
新
規
申
込
団
体

は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
午
前
・

午
後
区
分
は
１
月
6
日
（
火
）
午
前
９
時
到
着

分
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

◆
夜
間
区
分
は
、
１
月
6
日
（
火
）
午
後
６
時

30
分
到
着
分
ま
で
有
効
と
し
ま
す
。

◆
使
用
希
望
が
重
複
し
た
場
合
は
職
員
が
抽
選

を
行
い
、
利
用
団
体
を
決
定
し
ま
す
。

あ
／
と
／
が
／
き

　
公
民
館
で
働
く
よ
う
に
な
り
早
14
年
。
利
用
者
さ
ん

や
講
師
の
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
と
の
出
会
い
は
私
の

宝
物
に
。
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
梶

原
さ
ん
も
ま
た
、
こ
ん
な
風
に
年
を
重
ね
た
い
と
思
う
先

輩
の
お
一
人
で
す
。

　
さ
て
、今
年
は
午
年
。
馬
は「
物
事
が
”う
ま
く
“い
く
」

に
通
じ
る
縁
起
物
、
そ
し
て「
幸
運
を
運
ぶ
」「
出
世
、
成

長
」の
象
徴
だ
そ
う
で
す
。
馬
車
馬
の
ご
と
く
な
ん
て
言

葉
も
あ
り
ま
す
が
、
私
の
今
年
の
目
標
は
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
の
充
実
、
”う
ま
く
“い
き
ま
す
よ
う
に
。�

EO

３
月
分
の
施
設
使
用
申
請
受
付

市制施行70周年記念　郷土博物館企画展　出張パネル展示

　昭和30年（1955年）、調布町と神代町が合併して調布市が誕生しました。出張パネル展示では、郷土博　昭和30年（1955年）、調布町と神代町が合併して調布市が誕生しました。出張パネル展示では、郷土博
物館の所蔵写真や市の広報写真から、昭和から現代までの調布のまちや物館の所蔵写真や市の広報写真から、昭和から現代までの調布のまちや
暮らしの移り変わりをたどります。懐かしい調布の風景にタイムスリッ暮らしの移り変わりをたどります。懐かしい調布の風景にタイムスリッ
プしてみませんか。プしてみませんか。

　令和８年ですね。近年、マイボトルを持
ち歩く人をよく見かけるようになりました。
　まだ、習慣になっていない方は、西部公民館の給湯室
内のウォータースタンドでマイボトルに給水してみてく
ださい。浄水機能付きでおいしいお水を飲めますよ。
ただし、常温です。
　ペットボトルの削減が言われるようになって久しいで
すが、やむを得ずペットボトル飲料を買わなければなら
ないときもありますよね。そんなときは正しく捨てま
しょう。ポイ捨ては海洋プラスティックごみの原因に
なってしまいます。
　数年前からの記録的大雨、昨年の記録的な暑さやクマ
が冬眠の時期に住宅街へ出没するなど、これまで考えら
れなかった現象が起こっています。私たちの地球はどう
なってしまうのでしょう。
　新年を迎え、まずはできることからはじめましょう。 
マイボトルを持って公民館の講座に参加してみませんか。
「マイボトル携帯文化」で、地球にやさしいライフスタ
イルを。

コラム 素描 ～今年の SDGs ～

◆期　間　�１月15日（木）～２月４日（水）　※月曜休館
◆時　間　午前9時～午後9時30分

期間中、西部公民館利用者提供の市内の風景写真や絵画なども
展示します。併せてお楽しみください。

調布市役所（旧庁舎）／ 1958年

写真でたどる  調布のおもいで写真でたどる  調布のおもいで

　公民館の事業の一環として、保護者が講座や
学習活動に参加している間（数時間）に、お子さ
まを預かるお仕事です。
　保育室では、保護者が学習に専念している間、
子どもは集団生活の経験を積み保育者（※）との交流を通
して社会性やコミュニケーション能力を育みます。
　保護者の学びと子どもの成長の両立を支援していただ
ける方を募集します。

★業務内容　保育室開室時間の保育業務
★募集人数　若干名
★時　　給　�1,250 円（時給は給与改定や最低賃金の改定によ

り変更する場合あり。）
★応募受付　令和７年12月23日（火）～８年１月31日（土）（必着）
★応募方法　郵送または持参
　　　　　　※�持参の場合、受付は、日・月曜日

及び１月13日（火）を除く午前９時
から午後５時まで

　　　　　　�応募資格や勤務条件など詳しくは
ホームページをご覧ください。

公民館保育士募集！

※�公民館では、保母さん保父さんと呼んでいた時代から、性別に関係
なく保育者さんと呼んできました。今でも“保育者”と呼んでいます。

（4） 2026年1月1日西部公民館だより


